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■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

■
ス
タ
ン
プ
D
E
G
E
T

デ

ゲ
ッ
ト

●
と
き

３
月
７
日
松
・
８
日
掌

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容

各
有
料
遊
具
に
乗
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
に
、
抽
選

で
景
品
を
進
呈

●
対
象

３
歳
～
小
学
生（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

２００

●
費
用

各
有
料
遊
具
利
用
料

■
利
用
料
金
還
元
抽
選
会

●
と
き

３
月
７
日
松
・
８
日
掌・

日
松
・

日
掌
・

日
抄
・

１４

１５

２１

２２

日
掌
・

日
松
・

日
掌

２８

２９

●
内
容

指
定
有
料
遊
具
を
利
用

し
た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で
有
料

遊
具
利
用
券
を
進
呈

●
指
定
遊
具

７
日
・

日
糸
サ

２１

イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル

８
日
・
２２

日
糸
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

日・
１４

堀
内
公
園
の
催
し

日
糸
汽
車

日
・

日
糸
観

２８

１５

２９

覧
車

●
対
象

４
歳
以
上（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

１００

●
費
用

各
有
料
遊
具
利
用
料

■
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
企
画「
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

●
と
き

３
月

日
松
午
前
９
時

１４

（
雨
天
の
場
合
は

日
掌
に
順
延
）

１５

●
内
容

各
有
料
遊
具
を
利
用
し

た
人
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
進
呈

●
対
象

小
学
生
以
下

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

３０

●
費
用

各
有
料
遊
具
利
用
料

■
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

●
と
き

３
月

日
抄
午
前

時

２１

１０

分（
受
け
付
け
は
午
前

時
か

３０

１０

ら
）

※
雨
天
の
場
合
は

日
掌
に
順
延
。

２２

●
内
容

参
加
者
に
有
料
遊
具
利

用
券
を
進
呈

●
対
象

立
ち
歩
き
の
で
き
な
い

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

組（
当
日
先
着
順
）

４０

本
市
の
発
展
を
祝
い
、
市
政
功

労
者
な
ど
を
表
彰
す
る
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
式
典
後
、
長
野
県
を

長
寿
日
本
一
に
押
し
上
げ
た
立
役

者
、
鎌
田
實
氏
の
講
演
会
を
開
催

み
の
る

し
ま
す
。

●
と
き

５
月
８
日
晶

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

■
発
展
祭
式
典

●
時
間

午
前
９
時

分
～

時

５０

１０

分（
開
場
は
午
前
９
時

分
）

５０

１５

※
式
典
中
の
入
場
は
不
可
。

■
講
演
会

●
時
間

午
前

時
～
正
午

１１

●
演
題

幸
せ
で
健
康
で
長
生
き

の
秘
訣
～
命
・
生
き
が
い
・
絆
が

大
切
～

●
定
員（
予
定
）

人（
定
員
を

５００

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

●
そ
の
他

未
就
学
児
の
託
児

（
１
人
に
つ
き

円
）あ
り

３００

●
申
し
込
み

３
月
２
日
捷
～
２０

日
晶
に
、
往
復
は
が
き（
下
記
参

照
。
消
印
有
効
）で
秘
書
課
へ

※
１
人
１
通
ま
で
。
未
就
学
児
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
通
に
つ
き
２
人
分
ま
で
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

※
車
椅
子
席
・
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の

旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

安
城
市
発
展
祭
講
演
会
～「
幸
せ
・
健
康
・
長
生
き
」の

秘
訣
、
聴
き
に
き
ま
せ
ん
か
～

往往復はがきの書き往復はがきの書き方方

■問
▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

鎌田實氏
１９４８年生まれ。諏訪中央病院名誉院長。
医師として「健康づくり運動」「住民とともに作

る医療」を実践し、脳卒中死亡率の高かった長野
県は長寿日本一、医療費も安い地域となった。

暫
住
所

暫
氏
名（
ふ
り
が
な
）

暫
電
話
番
号

暫
入
場
希
望
人
数（
２
人
ま

で
可
）

申
込
者
の
住
所

氏
名

郵便番号

返信

（
こ
の
面
に
は
、
何
も
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

（
住
所
記
載
不
要
）

安
城
市
役
所

秘
書
課
秘
書
係

４４６－８５０１

往信
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となみチューリップフェとなみチューリップフェアア
（富山県砺波市（富山県砺波市））

表２：取り扱い旅行社
日通旅行叙エィ・ダブリュ
トラベルサロン（藤井町）

叙ダイシントラベルゼロ（安
城町）

叙オレンジツーリスト安城支店（三河安城
南町／ピアゴラフーズコア三河安城店内）

叙農協観光安城支店（赤松町）叙中央トラベル安城店（福釜
町／ピアゴ福釜店内）

近畿日本ツーリスト個人旅行叙イトーヨー
カドー安城営業所（住吉町）

マキタ・トラベル（今池町）叙つばめ観光社（花ノ木町）さるびあ交通（尾崎町）
三河ツーリスト叙（住吉町）叙遠山観光（浜屋町）女ＣｉｅｌトラベルＪＡＰＡＮ（朝日町）

叙トラスト（里町）叙ＪＴＢ東海ザ・モール安城店（大東町）
叙トラベル三河桜井旅行セン
ター（桜井町）

叙ＪＴＢ東海トラベランド安城南アピタ店（桜
井町）

４
月
１
日
昌
か
ら
、
対
象
地
区

と
補
助
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
地
区

表
１
の
と
お
り

●
補
助
金
額

県
内
全
域
糸
１
人

１
泊
１
５
０
０
円
、
県
外
対
象
地

区
糸
１
人
１
泊
２
０
０
０
円

●
そ
の
他

本
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
度
予
算
の
可

２７

決
・
成
立
が
条
件
と
な
り
ま
す

■
補
助
対
象

次
の
①
～
⑦
全
て
に
該
当
す
る

も
の
。

①
対
象
地
区
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊

②
宿
泊
費
を
直
接
ま
た
は
取
り
扱

い
旅
行
社（
表
２
参
照
）を
通
じ

て
支
払
う

③
宿
泊
費
が
補
助
金
額
以
上

④
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
が
あ
る

⑤
宿
泊
日
に
満
３
歳
以
上

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い

⑦
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
目
的
で
は
な
い

※
補
助
は
１
年
度
内
に
１
人
２
泊

ま
で
。

■
申
し
込
み
方
法

●
直
接
宿
泊
施
設
に
宿
泊
費
を
支

払
う
場
合

①
宿
泊
日
の
３
カ
月
前
～
宿
泊
日

に
、
申
請
書
を
商
工
課
、
南
部・

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

表１：対象地区

市町村名県名
全域愛知県
砺波市富山県
加賀市石川県
飯田市、下伊那郡根羽村長野県
多治見市岐阜県
掛川市静岡県
香取市千葉県

洋野町、久慈市、野田村、普代村、田
野畑村、岩泉町、宮古市、山田町、大
槌町、釜石市、大船渡市、陸前高田市

岩手県

気仙沼市、南三陸町、石巻市、女川町、東
松島市、松島町、利府町、塩竈市、多
賀城市、仙台市、名取市、岩沼市、亘
理町、山元町

宮城県

新地町、相馬市、広野町、いわき市福島県

桜
井
支
所
、
北
部
出
張
所
へ
提

出
し
、
報
告
書
を
受
け
取
る

※
宿
泊
日
が
松
掌
抄
承
に
当
た
る

場
合
は
、
直
前
の
開
庁
日
ま
で
。

申
請
書
は
同
課
、
同
支
所
、
同

出
張
所
で
配
布
。
申
請
書
に
は
、

対
象
者
全
員
の
押
印（
ス
タ
ン

プ
印
、
ゴ
ム
印
は
不
可
）が
必

要
で
す
。

②
宿
泊
先
で
宿
泊
代
金
の
領
収
書

を
受
け
取
る

③
宿
泊
日
か
ら
３
カ
月
以
内
に
、

報
告
書
と
宿
泊
代
金
の
領
収
書

原
本
を
提
出
す
る

●
取
り
扱
い
旅
行
社
を
利
用
す
る

場
合

手
続
き
は
旅
行
社
が
代
行

し
、
補
助
金
は
旅
行
社
を
通
じ
て

支
払
わ
れ
ま
す

市
民
保
養
事
業
の
対
象
地
区
と
補
助
金
額
を
変
更
し
ま
す

●
と
き

３
月

日
昇
午
後

２４

１
時

分
～
４
時

分

３０

２０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
特
別
講
演

演
題
糸
希
望

あ
る
暮
ら
し
の
再
生
～
子
育

て
・
介
護
を
め
ぐ
る
地
域
で

の
助
け
合
い
の
可
能
性
と
課

題
～

講
師
糸
後
藤
澄
江
氏

す
み
え

（
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉

学
部
教
授
）

●
研
究
報
告

暫「
歩
く
」こ
と
を
基
盤
に
し

た
健
康
政
策
の
あ
り
方

暫
本
市
に
お
け
る
少
子
化
の

課
題
と
対
策

暫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と

し
た
ま
ち
づ
く
り

●
申
し
込
み

３
月

日
捷

１６

ま
で
の
午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時

分（
松
掌
を
除
く
）

１５

に
、
電
話
で
み
ら
い
創
造
研

究
所
へ■問

▼
み
ら
い
創
造

研
究
所

（
緯〈

〉２
２
９
９
）

７１
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
の
入
賞
者

を
決
定

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
、
５
４

５
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月

日
昌
～
４
月

日
昌
午
前

２５

１５

９
時
～
午
後
９
時（
捷
を
除
く
）に
、

受
賞
作
品
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
展

示
し
ま
す
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
小
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

山
本
晃
生（
安
城

こ
う
せ
い

東
部
小
６
年
）

●
市
長
賞

柘
植
遥
香（
桜
町
小

は
る
か

５
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

久
守
真
央

ま
ひ
ろ

（
桜
町
小
１
年
）

●
市
教
育
長
賞

菊
池
鷹
秀（
桜

た
か
ひ
で

町
小
４
年
）

●
金
賞

松
岡
明
里（
今
池
小
１

あ
か
り

年
）、千
葉
惺
菜（
安
城
東
部
小
２

せ

な

年
）、林
萌
加（
桜
町
小
３
年
）、

も

か

築
山
真
衣（
安
城
南
部
小
４
年
）、

ま

い

近
藤
啓
太（
安
城
東
部
小
５
年
）、

け
い
た

内
藤
里
佳（
安
城
中
部
小
６
年
）

り

か

●
銀
賞

川
崎
良り

ょ
う

太（
作
野
小
１

た

年
）、長
谷
川
菜
緒（
明
和
小
２
年
）、

な

お

稲
垣
千
尋（
安
城
東
部
小
３
年
）、

ち
ひ
ろ

南
秀
虎（
新
田
小
４
年
）、早
川
千

ひ
で
と
ら

ち

笑（
丈
山
小
５
年
）、今
井
樺
乃（
桜

え
み

か

の

井
小
６
年
）

■
中
学
生
の
部

●
県
知
事
賞

鳥
居
夏
帆（
安
祥

か

ほ

中
３
年
）

●
市
長
賞

稲
垣
俊し

ゅ
ん

祐（
桜
井
中

す
け

２
年
）

●
市
議
会
議
長
賞

杉
浦
快
飛

か
い
と

（
安
祥
中
１
年
）

●
市
教
育
長
賞

大
岡
昌
也（
明

ま
さ
や

祥
中
１
年
）

●
金
賞

川
島
進
也（
東
山
中
１

ゆ
き
や

年
）、井
上
拓
紀（
東
山
中
２
年
）、

ひ
ろ
き

稲
垣
海
斗（
桜
井
中
３
年
）

か
い
と

●
銀
賞

榊
原
詩（
桜
井
中
１
年
）、

う
た

吉
田
柚
葉（
東
山
中
２
年
）、土
屋

ゆ
ず
は

夏
美（
桜
井
中
３
年
）

な
つ
み

鳥鳥居さんの作鳥居さんの作品品

■
歩
け
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
運
動

●
と
き
／
内
容

４
月
～

月
の

１０

毎
週
掌

歩
け
運
動施

午
前
６
時

分
か
ら
約
４
㎞
の
歩
行

ラ
ン

３０ニ
ン
グ
運
動施

午
前
６
時
か
ら
約

５
㎞
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

い
ず
れ
も

小
雨
決
行

●
集
合
場
所

左
表
の
と
お
り

■
桜
を
見
な
が
ら
歩
こ
う

●
と
き

４
月
４
日
松

受
け
付

け
糸
午
前
９
時
～
９
時

分（
小

３０

雨
決
行
）

●
集
合
場
所

総
合
運
動
公
園
内

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容

明
治
用
水
緑
道
の
桜
を

内容集合場所

歩け運動・
ランニング
運動を実施

安城北部小学校
作野小学校
西尾若一王子社
東端町内会事務所
ＪＡあいち中央桜井支店

歩け運動を
実施

今池小学校
作野公民館
中部公民館
別所団地中央公園
市役所
大山公園
赤松子ども運動広場
高棚小学校
祥南小学校
南部公民館

ランニング
運動を実施

和泉町八斗蒔ちびっこ広場
別所団地
箕輪神明神社

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す

距
離

諮

健
脚
コ
ー
ス
糸
約
９
㎞

フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ー
ス
糸
約
６
㎞

●
申
し
込
み

３
月

日
昇
ま
で

３１

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
書
を
持
参
か
郵

送（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
・
電
話
で
市
体
育
協
会

（
市
体
育
館
内
／
〒

－

０
０
６

４４６

１
新
田
町
新
定
山

－

８
／
胃

４１

〈

〉３
５
５
９
／anjotaikyo８

７５

@
ybb.ne.jp

／
緯〈

〉５
１
８

７５

２
）へ

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
可
。

●
そ
の
他

申
込
書
は
市
体
育
館
、

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
市
民

会
館
、
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
、
青

少
年
の
家
、
市
体
育
協
会
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布

■
新
緑
の
八
面
山
登
っ
て
歩
け
歩

け●
と
き

４
月

日
掌
午
前
９
時

１２

分
～
午
後
２
時

分（
小
雨
決

３０

３０

行
）

●
集
合
場
所

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

桜
井
支
店
前
駐
車
場

●
内
容

ひ
ば
り
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

１１

す●
そ
の
他

集
合
場
所
へ
の
来
場

に
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

歩
け
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
運
動
に
参
加
し
よ
う

桜桜を楽しみながらウオーキン桜を楽しみながらウオーキンググ

山本さんの作山本さんの作品品

広報あんじょう 201５.3.1蚊

●
申
し
込
み

各
申
込
開
始
日
の

午
前

時
か
ら
、
電
話
で
マ
ー
メ

１０

イ
ド
パ
レ
ス
へ

※
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
会
は
申
し
込
み

ビ

ン

ゴ

不
要
。

■
フ
ィ
ト
セ
ラ
ピ
ー（
植
物
療
法
）

体
験
会

●
と
き

３
月

日
昇
午
前

時

１０

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

花
粉
に
よ
る
肌
ト
ラ
ブ

ル
を
解
消
す
る
ハ
ー
ブ
を
紹
介
。

ス
キ
ン
ロ
ー
シ
ョ
ン
作
り
や
手
浴

体
験
も
あ
り

●
対
象

歳
以
上

１８

●
定
員

８
人（
先
着
順
）

●
費
用

１
９
０
０
円

●
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

●
申
込
開
始
日

３
月
５
日
昭

■
利
用
料
還
元
フ
ェ
ア

●
と
き

３
月

日
昇
～

日
晶・

１０

１３

日
昇
～

日
晶

１７

２０

●
内
容

く
じ
を
引
き
、
当
た
り

が
出
た
人
に
施
設
利
用
券
を
進
呈

●
対
象

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
者

■
B
I
N
G
O
大
会

●
と
き

３
月

日
掌
午
後
２
時

１５

●
内
容

ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
人
に
、

施
設
利
用
券
を
進
呈

●
対
象

当
日
の
プ
ー
ル
利
用
者

●
定
員

人（
先
着
順
）

１００

●
費
用

施
設
利
用
料

●
そ
の
他

開
始

分
前
か
ら
ビ

１０

ン
ゴ
カ
ー
ド
を
配
布

■
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験
会

●
と
き

３
月

日
昇
午
前

時

１７

１０

分
～

時

分

３０

１１

３０

●
内
容

好
き
な
香
り
を
使
っ
た

保
湿
ク
リ
ー
ム
作
り

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

１
５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

３
月

日
昇

１０

■
は
じ
め
て
の
お
灸「
香
り
つ
き

お
灸
で
１
年
の
疲
れ
を
リ
セ
ッ
ト
」

●
と
き

３
月

日
昭
午
前

時

１９

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

自
分
で
ツ
ボ
を
見
つ
け

て
お
灸
を
す
る
初
心
者
向
け
体
験

会●
対
象

歳
以
上
の
女
性

１８

●
定
員

５
人（
先
着
順
）

●
費
用

１
５
０
０
円

●
持
ち
物

肘
・
膝
を
出
せ
る
服

装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

●
申
込
開
始
日

３
月

日
昇

１０

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

●
と
き

３
月

日
晶
午
前

時

２０

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
肌
と
肌
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
解
消

●
対
象

２
カ
月
～
１
歳
の
子
と

そ
の
保
護
者

●
定
員

８
組（
先
着
順
）

●
費
用

１
５
０
０
円（
保
護
者

が
２
人
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
の
催
し

■問
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（
緯〈

〉７
３
５
１
）

９２

●
持
ち
物

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ

ル
・
子
ど
も
用
の
飲
み
物

●
申
込
開
始
日

３
月

日
昌

１１

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
講
座

●
と
き

３
月

日
昌
午
前

時

２５

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

長
続
き
で
き
る
ダ
イ
エ

ッ
ト
方
法
な
ど
を
健
康
管
理
士
が

解
説

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

円
５００

●
申
込
開
始
日

３
月
５
日
昭

■
託
児
あ
り
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
利
用
会

●
と
き

３
月

日
晶
午
前

時

２７

１０

分
～
正
午

３０●
対
象

６
カ
月
～
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者

●
そ
の
他

修
了
証
が
な
い
人
は

講
習
会
に
も
参
加
可

●
持
ち
物

運
動
で
き
る
服
装
・

室
内
用
の
靴

●
定
員

５
人（
先
着
順
）

●
費
用

施
設
利
用
料

●
申
込
開
始
日

３
月

日
昭

１２

昨
年
、
市
内
で
空
き
巣
な

ど
の
侵
入
盗
被
害
が

件
あ

１９０

り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
や
ド
ア

を
破
壊
し
て
侵
入
す
る
手
口

が
多
く
、
１
件
あ
た
り
約
５０

万
円
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。空

き
巣
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

暫
出
か
け
る
前

や
寝
る
前
に
、

施
錠
の
確
認

を
す
る

暫
玄
関
や
窓
に

は
、
補
助
錠

を
付
け
る

暫
門
灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

な
ど
で
家
の
周
り
を
明
る

く
す
る

■問
▼
安
城
警
察
署

（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６
市
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

ききちんと施錠きちんと施錠をを

ベビーマッサーベビーマッサージジ



■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
予
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
６
）

６３

■
３
月
１
日
掌
～
７
日
松
は
、
全

国
一
斉
春
の
火
災
予
防
運
動

運
動
期
間
中
、
午
後
９
時
か
ら

秒
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

３０●
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か

い
火
を
消
す
ま
で
は
ま
あ
だ
だ
よ

●
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

暫
寝
た
ば
こ
を
や
め
る

暫
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
う

暫
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

暫
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

暫
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る

暫
初
期
消
火
の
た
め
、
住
宅
用
消

火
器
な
ど
を
設
置
す
る

暫
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

■
火
災
の
発
生
原
因
の
第
１
位
は

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
放
火
に

よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

衣
浦
東
部
広
域
連
合
か
ら
の
お
知

ら
せ

【
放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

暫
塀
を
な
る
べ
く
低
く
し
、
死
角

を
作
ら
な
い

暫
夜
間
用
照
明
機
器
な
ど
を
設
置

す
る

暫
燃
え
や
す
い
物
は
家
の
周
り
に

放
置
せ
ず
、
整
理
整
頓
し
て
物

置
に
保
管
す
る

暫
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す

暫
門
扉
・
通
用
口
・
車
庫
・
物
置

な
ど
の
ド
ア
は
必
ず
施
錠
す
る

暫
外
出
時
や
就
寝
時
は
、
窓
・
ド

ア
な
ど
の
開
口
部
は
必
ず
施
錠

す
る

●
そ
の
他

放
火
を
防
ぐ
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
衣
浦
東
部
広

域
連
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
放
火
対
策
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い

防防火予防運動ポスタ防火予防運動ポスターー

広報あんじょう 2015.3.1 俄

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

農
業
や
農
地
に
は
、
食
料
の
供

給
機
能
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

■
農
業
や
農
地
の
持
つ
多
面
的
機

能暫
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
洪

水
を
防
ぐ（
①
）

※（
）内
の
数
字
は
、
下
図
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

暫
水
面
や
作
物
か
ら
の
水
分
蒸
発

に
よ
り
空
気
が
冷
却
さ
れ
、
暑

さ
を
や
わ
ら
げ
る（
②
）

暫
農
業
体
験
学
習
と
教
育
の
場
と

な
る（
③
）

暫
緑
や
四
季
の
変
化
が
心
に
癒
し

や
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す（
④
）

暫
土
壌
の
侵
食
を
防
止
し
、
土
の

流
出
を
防
ぐ（
⑤
）

暫
か
ん
が
い
用
水
や
雨
水
が
時
間

を
か
け
て
河
川
に
還
元
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
川
の
流
れ
を
安

定
さ
せ
る（
⑥
）

暫
か
ん
が
い
用
水
や
雨
水
の
多
く

が
地
下
水
を
つ
く
る（
⑦
）

暫
生
き
も
の
の
す
み
か
に
な
る

（
⑧
）

暫
農
村
の
景
観
を
保
全
す
る（
⑨
）

暫
雨
水
に
よ
る
急
激
な
地
下
水
位

の
上
昇
を
抑
え
、
土
砂
崩
れ
を

農
作
業
や
農
地
保
全
に
ご
理
解
ご
協
力
を

防
ぐ（
⑩
）

暫
文
化
を
伝
承
す
る（
⑪
）

■
豊
か
な
生
活
を
支
え
る

こ
の
よ
う
に
農
業
や
農
地
は
、

私
た
ち
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
昔

か
ら
支
え
て
き
ま
し
た
。
も
し
、

農
業
が
営
ま
れ
な

く
な
る
と
、
新
鮮

で
安
全
安
心
な
食

料
の
供
給
が
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、

多
面
的
機
能
が
失

わ
れ
、
そ
の
代
替

措
置
と
し
て
多
額

の
費
用
が
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
皆
さ
ん
へ
の
お

願
い農

業
に
携
わ
る

人
た
ち
は
、
あ
ぜ

草
焼
き
や
農
薬
散

布
な
ど
の
作
業
に

お
い
て
、
近
隣
住

民
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

農
業
・
農
地
の
果
た
す
役
割
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
農
作
業
や
農

地
保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農業や農地の多面的機農業や農地の多面的機能能（（農林水産省提供の資料を加工して作農林水産省提供の資料を加工して作成成））

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
承
を
除
く
）

●
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務

者
と
そ
の
同
居
親
族

②
納
税
管

理
人

③
借
地
借
家
人
な
ど（
契

約
に
か
か
る
資
産
の
み
）

●
そ
の
他

①
②
の
人
は
４
月
１

日
昌
か
ら
６
月
１
日
捷
ま
で
、
資

産
税
課
に
て
名
寄
せ
の
写
し
を
無

料
で
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平

成

年
度
分
の
固
定
資
産
に
関
す

２７
る
証
明
は
、
４
月
１
日
昌
か
ら
市

民
税
課
で
発
行
し
ま
す

■
本
人
確
認
を
し
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
に
は
、
来
庁
者
の

運
転
免
許
証
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

（
※
）が
必
要
で
す
。（
借
地
借
家
人

は
賃
貸
借
契
約
書
も
必
要
）

来
庁
者
が
本
人
・
同
居
の
親
族

で
な
い
場
合
は
、
委
任
状（
法
人

は
代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）

も
必
要
で
す
。

※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明（
健

康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）の

場
合
は
２
種
類
必
要
。

◎
課
税
明
細
書

課
税
対
象
と
な
る
資
産（
土
地
・

●
申
し
込
み

５
月

日
捷
ま
で

２５

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
承
を
除
く
）に
、
資
産

税
課
へ

※

日
を
過
ぎ
た
場
合
も
申
請
で

２５き
ま
す
が
、
２
期
以
降
か
ら
の

減
免
と
な
り
ま
す
。

家
屋
）の
詳
細
を
記
載
し
た
課
税

明
細
書
を
、
４
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
軽

減
が
終
了

次
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
軽

減
措
置
が
終
了
し
、
平
成

年
度

２７

か
ら
本
来
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

●
対
象

①
ま
た
は
②
の
居
住
部

分
の
床
面
積

釈
ま
で
の
部
分

１２０

①
平
成

年
建
築
の
住
宅

２３

②
平
成

年
建
築
の
長
期
優
良
住

２１

宅
ま
た
は
、
３
階
建
て
以
上
の
準

耐
火
・
耐
火
構
造
住
宅

■
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
中
の

土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

同
事
業
施
行
中
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
従
前
地
に
対
す
る
課
税
を

し
て
い
ま
す
が
、
使
用
収
益
が
開

始
さ
れ
た
仮
換
地
・
保
留
地
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
度
か
ら
そ
の

２７

仮
換
地
・
保
留
地
に
対
す
る
課
税

（
仮
換
地
課
税
）と
な
り
ま
す
。

■
和
泉
東
端
土
地
改
良
区
域
内
に

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

●
土
地

平
成

年
度
か
ら
、
換

２７

地
処
分
後
の
地
番
・
地
積
で
の
課

税
と
な
り
ま
す

●
家
屋

換
地
処
分
後
の
所
在
地

に
表
記
を
変
更
し
ま
す

◎
納
税
通
知
書
と
納
期
限

平
成

年
度
の
固
定
資
産
税
・

２７

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
６
月
１
日
捷
で
す
。

◎
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子

（
父
子
）世
帯
の
減
免

要
件
を
満
た
す
世
帯
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
を
減
免
し
ま

す
。

●
対
象
世
帯
・
所
得
要
件

下
表

の
と
お
り

●
主
な
要
件

本
年
１
月
１
日
現

在
、
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の

固
定
資
産
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
宅

地
面
積
㎡
以
下
、
住
宅
延
床
面

２００

積
㎡
以
下

１２０
※
こ
こ
に
掲
載
し
た
ほ
か
に
も
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

資
産
が
共
有
の
場
合
、

共
有
者
お
よ
び
相
続
人
全
員
が
同

一
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す

所得要件対象世帯

世帯全員の合計所
得が一定額以下

①障害者世帯
②平成９年４月２日以降に生まれた子を扶養
する母子（父子）世帯

世帯全員が市民税
非課税

③次のいずれかの人が固定資産を所有してい
る高齢者世帯
暫６８歳以上の人
暫６５歳以上でひとり暮らしの人
暫６５歳以上で、寝たきりまたは認知症の状
態が３カ月以上続いている人

◎
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

●
と
こ
ろ

資
産
税
課

■
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

●
と
き

４
月
１
日
昌
～
６
月
１

日
捷
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
抄
承
を
除
く
）

１５●
対
象

①
市
内
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
と
そ
の
同
居
親
族

②
納

税
管
理
人

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項

①
所
有
者
の
氏
名・

住
所
・
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん

②
土
地
の
み
、
家
屋

の
み
の
所
有
者
は
、
所
有
す
る
資

産
の
帳
簿
の
み
縦
覧
で
き
ま
す

③
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
縦
覧
と
な

り
ま
す
。
画
面
の
撮
影
や
電
話
で

の
照
会
は
で
き
ま
せ
ん

■
平
成

年
度
分
の
固
定
資
産
課

２７

税
台
帳
の
閲
覧

●
と
き

４
月
１
日
昌
か
ら
の
午

■問
▼
資
産
税
課

（
緯〈

〉２
２
１
５
）

７１

（
緯〈

〉２
２
５
６
）

７１
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固
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